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Ⅰ．緒　言
質的研究の知見が蓄積されるにつれ，特定の領域それ
ぞれの研究の知見を統合することが期待されるように
なり１），その方法の一つとして，メタ統合が注目される
ようになった。看護学においては，メタ統合はPaterson
やThorneらによる慢性疾患患者の経験に関する研究，
BarrosoやSandelowskiによるHIV陽性患者の女性に関す
る研究プロジェクト等によって，2000年代前半にその方
法論が紹介された２）。
Bondasら２）は，2005年までに出版されたメタ統合に
よる海外論文45件について概観し，どのようなテーマに
ついてメタ統合を用いた研究がなされているのか，どの
ような手法が用いられているのかを示している。その結
果，テーマに関しては，主に「健康と病と苦悩」「ケア
とサポート」「育児および新生児，子どものケア」に分
類されると述べている。また，メタ統合の手法に関し
ては，45件中の24件がNoblit & Hareのメタエスノグラ
フィー（meta ethnography）の手法を用いていると述べ
ている。
また，山下ら３）は，2006年までに発表されたメタ統
合を用いた論文について，35件の海外文献，および５件
の国内文献について，分析方法を分類している。その結
果，「現象を表す包括的な概念をうみだす方法」，つまり
新たな概念を創出した研究が50％を占め，「概念を生み
出すとともに，生み出した概念間の関連を表す方法」が
30％であると報告している。また，対象論文40件中，39
件が2000年以降に発表されており，メタ統合が国内外に
おいて新しい研究方法であると述べている。
以上の報告がされて以降，2000年代後半にメタ統合を
用いた研究が数多く発表されているが，近年メタ統合に
関する文献レビューはなされていない。そこで，本稿で
は，2005年から2014年の10年間の英文および和文の看護
学雑誌におけるメタ統合研究論文について，Bondasら
や山下らの総説２），３）を参考に，扱われているテーマや
用いられている手法，概念の示し方等について明らかに
し，看護学におけるメタ統合を用いた研究の動向を考察
することを目的とした。なお，本稿では，メタ統合を
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目的：2005年から2014年の看護学雑誌におけるメタ統合研究論文を概観し，扱われているテーマや用いられている手法，知
見の示し方を明らかにする。
方法：CINAHLおよび医学中央雑誌を用い，質的な一次研究論文の知見を統合したメタ統合研究論文66件（英文51件，和
文15件）を選定した。
結果：出版年別は，英文では「2013年」，和文では「2006年」が最も多かった。掲載雑誌別では，英文では「Journal of 
Clinical Nursing」，和文では「千葉看護学会会誌」が最も多かった。テーマは６つに分類され，英文では「病気や困難を持
つ人やその家族の経験」，和文では「特定の領域における看護実践知」が最も多かった。用いられている手法はNoblit & 
Hareが英文，和文とも最も多く，英文ではSndelowski & Barosso，和文ではPatersonが多く用いられていた。概念の示し方
は，「包括的な概念を創出しようとするもの」が，英文では36件，和文では４件，「包括的な概念を創出し，概念間の関係を
時系列や構造として示そうとするもの」が英文では15件，和文では６件であった。和文では「包括的な概念を創出し，概念
間に立ち現れる関係性を新たな概念として創出したもの」が５件あった。
考察：メタ統合研究は，現象の質的な知見を統合する方法として活用でき，国外において関心が高まっていると考えられた。
課題として，統合した概念を実践に適用し検証すること，矛盾や差異の解釈を十分に示しうる手法の開発が考えられた。
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「複数の質的な一次研究の結果を統合して，ある目的に
ついて，新たな，かつ拡大された理解をもたらす一連の
方法論的なアプローチ４）」と定義した。
Ⅱ．方　法
１．分析対象論文の選定方法
英文の文献検索にはCINAHLを用いた。キーワード
を「metasynthesis or meta-synthesis」とし，絞り込み条件
を「2005年～2014年」「査読あり」「看護学雑誌に限定」
「英語」「メタ統合」とした。和文の文献検索には，医学
中央雑誌を用いた。キーワードを「メタ統合」とし，絞
り込み条件を「2005年～2014年」「原著論文」「看護」と
した。文献検索は2015年３月10日に実施し，英文102件
および和文21件の計123件を抽出した。このうち，質的
な一次研究論文の知見を統合したメタ統合研究論文66件
を選定した。内訳は英文が51件，和文が15件であった。
なお，総説や分析対象論文に量的研究もしくは混合研究
を含むもの，およびメタ統合以外の研究手法と組み合わ
せたものや研究論文以外の記事は除外した。
２．分析方法
１）データベースの作成
選定したメタ統合研究論文66件について，「メタ統合
研究のテーマ」「タイトル」「第一著者名」「出版年」「第
一著者所属機関所在国」「掲載雑誌」「統合する知見の目
的」「メタ統合の手法」「一次研究論文数」「概念の示し
方」「提示された概念の記述内容」「看護への示唆」「今
後の課題」の項目を示した一覧表を作成し，分析のデー
タベースとした。
２）分析基準の設定方法
（１）メタ統合のテーマ分類の基準の設定方法
「メタ統合研究のテーマ」はBondasら２）の３分類を参
考に，テーマの内容がよりわかりやすくなるよう，以下
のように６分類に整理した。
まず，Bondasらの「健康と病と苦悩」では，HIV陽
性や乳がん，慢性疾患，ドメスティックバイオレンスと
いった病気や困難を持つ人の経験，および病気とウェル
ネス，行動変容といった病気や困難に限定されない個人
の経験が含まれていた。これより，本稿では「病気や困
難をもつ人や家族の経験」「人種や職業などで特定され
る人々の経験」という２つのテーマに分類した。次に，
Bondasらの「育児および新生児，子どものケア」では，
産後うつや十代の出産といった母親の経験，および子ど
もが誕生した直後の父親の経験などが含まれた。これよ
り，本稿では「妊娠・出産・育児に関する経験」とし
た。なお，上記の３つに分類したテーマは，いずれも看
護の対象者の経験に関するテーマであった。
次に，Bondasらの「ケアとサポート」では，ホスピ
スにおける看護，医療職とのコミュニケーションによる
患者の服薬，看護における文化的ケア，看護におけるケ
アリングなどが含まれた。上記のテーマには，ある領域
における看護実践や看護職と看護の対象者間の関係，お
よび看護学で用いられる概念に関するテーマが含まれて
いると考え，本稿では「特定の領域における看護実践
知」「看護師・患者・家族間の相互関係や相互の認識」
「看護学で用いられる概念」の３つのテーマに分類した。
以上のような６分類のテーマに基づき，各分析対象論
文のタイトルと本文の内容を読み，各分析対象論文がど
のテーマに該当するかを判断した。
（２）「概念の示し方」の基準の設定方法
「概念の示し方」は，山下ら３）のメタ統合の分析方法
の６分類を参考に，以下のように３分類に整理した。
まず，山下らの「現象を表す包括的な概念を生み出す
方法」および「一次論文から抽出した記述を一定の基準
に基づき分類した後，その分類の中で包括的な概念をう
み出す方法」の２つは，いずれも包括的な概念をうみ出
す分析方法であると考え，本稿では「包括的な概念を創
出しようとするもの」と集約した。
次に山下らの「現象を表す包括的な概念をうみ出すと
ともに，うみ出した概念間の関連を表す方法」は，うみ
出した複数の概念の関係性を示す分析方法であると考
え，本稿では「包括的な概念を創出し，概念間の関係を
時系列や構造として示そうとするもの」とした。
次に山下らの「現象を表す包括的な概念をうみ出すと
ともに，うみ出した概念間の関連にも命名する方法」お
よび「一次論文の成果間の関係に命名する方法」の２つ
は，いずれもうみ出した複数の概念間に立ち現れる関係
を新たな概念として命名したものであると考え，本稿で
は「包括的な概念を創出し，概念間に立ち現れる関係性
を新たな概念として命名しようとするもの」と集約した。
なお，山下らの「一次論文の成果，用いた方法，前
提となる理論を分析した後，分析結果を統合する方法」
は，本稿で選定した分析対象論文には該当するものがな
かったため，本稿の分類には含めなかった。
（３）「看護への示唆」「今後の課題」の分析方法
「看護への示唆」および「今後の課題」は，各論文に
述べられている記述を抜き出し，内容を整理した。
３）分析における妥当性の確保
上記の分析過程は，第一著者が各項目について記述統
計もしくは内容を整理した一覧表および図表を作成し，
メタ統合研究に精通した第２著者にスーパーバイズを受
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け再検討，修正を行い，両者の間で結果について合意す
る手順を経ることにより，妥当性を確保した。
Ⅲ．結　果
１．出版年別・掲載雑誌別・第一著者所属国別の件数
出版年別件数は，英文では2013年が15件と最も多く，
次いで2014年14件，2012年６件であり，直近３年間に51
件中35件（68.6％）が出版されていた。和文では2006年
が４件と最も多く，次いで2010年，2005年がともに３
件であり，直近３年間の出版件数は15件中１件（6.7％）
であった。（図１）。
掲載雑誌別件数は，英文では「Journal of Clinical Nursing」
が６件と最も多く，次いで「Journal of Advanced Nursing」が
５件，「International Journal of Nursing Studies」が５件であっ
た。和文では「千葉看護学会会誌」が８件と最も多く，次い
で「家族看護学研究」が２件であった（表１）。
第一著者所属機関の所属国別件数は，英文では「ア
メリカ」「イギリス」がともに12件と最も多く，次いで
「スウェーデン」が５件，「カナダ」「オーストラリア」
がともに４件であった。和文では15件すべてが「日本」
であった。（表２）。
2．メタ統合のテーマによる分類
メタ統合研究のテーマは６分類：「病気や困難をもつ
人や家族の経験」「妊娠・出産・育児に関する経験」「人
種や職業などで特定される人々の経験」「特定の領域に
おける看護実践知」「看護師・患者・家族間の相互関係
や相互の認識」「看護学で用いられる概念」に整理され
た（表３）。以下に英文，和文別に結果を示す。なお，
以下の本文中の（no.）は表３の論文ナンバーを示す。
英文では，「病気や困難をもつ人やその家族の経験」
が17件と最も多く，たとえば，HIVの文脈における絶
望の経験の知見を統合した論文（no.１）等が含まれた。
次いで「妊娠・出産・育児の経験」が14件であり，早産
児の育児の経験の知見を統合した論文（no.22）等が含
まれた。次に，「看護師・患者・家族間の相互関係や相
互の認識」が７件であり，患者中心のケアに関する知見
を統合した論文（no.51）等が含まれた。
和文では，「特定の領域における看護実践知」が５件
と最も多く，たとえば，行政保健師の地域ケアシステム
構築にかかわる活動方法および役割の知見を統合した論
文（no.46）等が含まれた。次いで「病気や困難をもつ
人やその家族の経験」が４件であり，終末期がん患者の
家族員の体験の知見を統合した論文（no.18）等が含ま
れた。次に，「看護師・患者・家族間の相互関係や相互
表２　第一著者所属国別件数
地　域 国　名 件数（n＝66）
アジア
日本 15
タイランド 2
北米
アメリカ 12
カナダ 4
欧州
イギリス 12
アイルランド 2
イタリア 1
ドイツ 1
北欧
スウェーデン 5
デンマーク 3
ノルウェー 2
オセアニア
オーストラリア 4
ニュージーランド 1
南米 ブラジル 2
表１　掲載雑誌別件数
英文雑誌名
件数
（n＝51） 和文雑誌名
件数
（n＝15）
Journal of Clinical Nursing 6 千葉看護学会会誌 8
International Journal of 
Nursing Studies 5 家族看護学研究 2
Journal of Advanced Nursing 5 千葉大学看護学部紀要 1
The American Journal of 
Maternal Child Nursing 3 日本看護学教育学会誌 1
British Journal on Nursing 2 大成学院大学紀要 1
Issues in Mental Health 
Nursing 2 看護教育学研究 1
Midwifery 2 大阪府立大学看護学部紀要 1
Nephrology Nursing Journal 2
Nurse Education Today 2
Nursing Ethics 2
Scandinavian Journal of 
Caring Science 2
その他 18
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の認識」が３件であり，日本型対人援助関係の実践知の
抽出・統合のための理論的分析枠組みを構築した論文
（no.58）等が含まれた。
３．メタ統合の手法・概念の示し方・一次研究論文数・
看護への示唆・今後の課題
メタ統合の手法による分類は，英文では「Noblit & 
表３　分析対象論文・テーマによる分類
論文
no. 論文タイトル
第一著者（出版年）
第一著者所属機関
所在国
統合する知見の目的
概念の
示し方
＊
提示された概念の記述内容
テーマ１：病気や困難をもつ人や家族の経験（英文17件・和文４件）
１
Despair and Hopelessness in the Context of 
HIV- a Meta-Synthesis on Qualitative Research 
Findings
Kylma（2005）
アメリカ
HIVの文脈における絶望の経験 1 two sub-process: downward sub-process of despair refers to the destructive path of giving in to hopelessness, et al. 
２
Women’s experiences of recovery after myocardial 
infarction: a meta-synthesis
Hildingh（2007）
スウェーデン
心筋梗塞から回復した女性の経験 ２
four concepts: protecting, adjusting, downgrading, 
succumbing
３
Diabetes empowerment related to Pender’s 
Health Promotion Model: a meta-synthesis
Ho（2010）
スウェーデン
糖尿病患者のエンパワメントの経
験
２
four central metaphors were identified: trust in nurse’s 
competence and awareness, et al.
４
Review: a meta-synthesis of qualitative research 
into needs and experiences of significant others to 
critically ill or injured patients
Linnarsson（2010）
スウェーデン
病気やけがをした患者の重要他者
の経験とニーズ
１
five major themes: uncertainty and emotional ‘roller coaster’, 
et al.
５
A meta-synthesis of women’s symptoms 
experience and breast cancer
Denieffe（2011）
アイルランド
乳がんの女性の症状と経験 ２
four emerging themes: breast cancer and the impact on self, 
et al.
６
A meta-synthesis of research on leg ulceration 
and neuropathic pain
Taverner（2011）
カナダ
足部潰瘍と神経痛の患者の経験に
関する知見を統合する
１
overarching theme: patients with chronic leg ulceration 
suffer from persistent pain with associated sequelae.
７
A Meta-Synthesis of Women’s Postincarceration 
Experiences
Flores（2011）
アメリカ
（逮捕により）監禁された経験を
持つ女性の経験
１
four overaching themes: tenuous transitions, once a criminal 
always a criminal, et al.
８
Lived Experiences of Patients On Hemodialysis: 
A Meta-Synthesis
Bayhakki（2012）
タイ
透析患者の生きる経験 １
four metaphors: having a physical shacle, feeling mental and 
emotional distress, et al.
９
Experiences of Kidney Failure: A Qualitative 
Meta-Synthesis
Makaroff（2012）
カナダ
腎不全患者の経験 １
one main theme: restricted freedom, and four 
subthemes:distant connection, et al.
10
Understanding pre-dialysis modality decision-
making: A meta-synthesis of qualitative studies
Harwood（2013）
カナダ
透析前の意思決定 １
common elements: the illusion of choice- a matter of life or 
death, et al.
11
Developing a conceptual model of teenage and 
young adult experiences of cancer through meta-
synthesis
Taylor（2013）
イギリス
十代と若年成人のがんの経験 ２
nine common themes: psychosocial function, importance of 
peers, et al.
12
A Meta-Summary of Qualitative Findings on 
the Lived Experience among Culturally Diverse 
Domestic Violence Survivors
Childress（2013）
アメリカ
多様な文化におけるDVサバイ
バーの経験
１
five key themes: the shock of diagnosis, dilemmas faced 
when making treatment decisions, et al.
13
Living With Breast Cancer-Related 
Lymphedema: A Synthesis of Qualitative 
Research
Burckhardt（2014）
ドイツ
乳がんに関連したリンパ浮腫があ
る人の経験
１ four themes experience of everyday life, energy sappig, et al.
14
Breast cancer in younger women from diverse 
cultural backgrounds
Reidy（2014）
アイルランド
多様な文化背景における乳がん患
者の女性の経験
１
seven overarching themes: effects of violence, cyclical nature 
violence, et al.
15
Diabetes Barriers and Self-Care Management: 
The Patient Perspective
Stiffeler（2014）
アメリカ
糖尿病患者の障がいと自己管理の
認識
１
four categories: receiving the diagnosis of diabetes, 
helpfulness of medical professional, et al.
16
Personal awareness and behavioural choices on 
having a stoma: a qualitative metasynthesis
Tao（2014）
タイ
ストーマを装着した患者の認識と
行動の選択
１
three themes: altered self, restricted life, overcoming 
restrictions
17
Adolescents’ and young adults’ transition 
experiences when transferring from paediatric to 
adult care: A qualitative metasynthesis
Fegran（2014）
ノルウェー
慢性疾患を持つ十代と若年成人が
小児病院から成人病院に移行する
経験
１
four themes: facing changes insignificant relationships, 
moving from a familiar to an unknown ward culture, et al.
18
終末期がん患者を抱える家族員の体験に関す
る研究
佐藤（2006）
日本
終末期がん患者の家族員の体験 １
12の経験：患者の人間としての円熟を感じる，絆の強
さを実感する，など
19
在宅療養者を支える家族介護者の他者へのケ
アの委譲　家族介護者に関する質的研究のメ
タ統合から
辻村（2010）
日本
在宅療養者を支える家族介護者の
他者へのケアの委譲に関わる認識
と行動
２
４つの認識と行動：介護を抱え込む，一人で介護を
やってゆける，など
20
認知症患者を介護している家族の体験のメタ
統合
安武（2011）
日本
認知症患者を介護する家族の体験 ２
15の統合された体験：認知症の確定診断をするまでの
不確実さ，社会的な孤独感，など
21
質的研究のメタ統合　家族看護研究における
「家族のゆらぎ」の検討
入江（2012）
日本
家族看護研究における家族のゆら
ぎ
２ ３領域：調和のゆらぎ，感情のゆらぎ，価値のゆらぎ
テーマ２：妊娠・出産・育児に関する経験（英文14件・和文１件）
22 Parenting preterm infants: a meta-synthesis Swartz（2005）
アメリカ
早産児の育児の経験 ２
five themes: adapting to risk, protecting fragility, preserving 
the family ,et al.
23
Mothers’ experiences of having a preterm infant 
in the neonatal care unit: a meta-synthesis
Aagaard（2008）
デンマーク
NICUにおける早産児の母親の経
験
１
five metaphors: mother-baby relationship from their baby 
to my baby, et al.
24
‘Informed and uninformed decision making’ ̶
Women’s reasoning, experiences and perceptions 
with regard to advanced maternal age and delayed 
childbearing: A meta-synthesis
Cooke（2010）
イギリス
高齢出産と出産の遅れに関する女
性の理由と経験
１
core concepts: ongoing decision-making throughoout life, 
et al.
25
A Meta-Synthesis Related to Infant Feeding 
Decision Making
Nelson（2012）
イギリス
乳児への授乳の意思決定 ２
two processes: making a personal choice, et al. six themes: 
knowing "breast is best", et al.
26
Smoking in pregnancy: a systematic review of 
qualitative research of women who commence 
pregnancy as smokers
Flemming（2013）
イギリス
妊娠期における喫煙：喫煙者とし
て妊娠期を始める女性の経験
１
four demensions: being a smoker, being a pregnant smoker, 
et al.
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表３　分析対象論文・テーマによる分類（つづき）
論文
no. 論文タイトル
第一著者（出版年）
第一著者所属機関
所在国
統合する知見の目的
概念の
示し方
＊
提示された概念の記述内容
27
Why do women not use antenatal services in low- 
and middle-income countries?
Finlayson（2013）
イギリス
低所得の国において，女性が出産
前のサービスを利用しない理由
２
three key themes: pregnancy as socially risky and 
physiologically healthy, et al.
28
Feeling Safe: A Metasynthesis of the Maternity 
Care Needs of Women Who Were Sexually 
Abused in Childhood
Montgomery（2013）
イギリス
幼少時に性的虐待を受けた女性の
マタニティケアのニーズ
１ six key themes: control, remembering, vulnerability, et al.
29
Women’s experiences following severe perineal 
trauma: a meta-ethnographic synthesis
Priddis（2013）
オーストラリア
会陰裂傷によるトラウマを持つ女
性の経験
１
three major themes: “I am broken and failure”, “dismissed, 
devalued and sidregarded”, et al.
30
Adult men’s beliefs, values, attitudes and 
experiences regarding contraceptives: a systematic 
review of qualitative studies
Dheensa（2013）
イギリス
出生前診断の男性の経験 １
three themes: men’s emotional conflicts, men’s focus on 
information, et al.
31
A Meta-Synthesis of WOMEN’S Experiences of 
CESAREAN BIRTH
Puia（2013）
アメリカ
帝王切開をした女性の経験 １
six overaching themes: scared to death, in your hands, out of 
control, broken body and soul, et al.
32
A metasynthesis of risk perception in women 
with high risk pregnancies
Lee（2014）
イギリス
ハイリスク妊娠女性のリスク認識 １
five themes: determinants of risk perception, not seeing it 
the way others do, et al.
33
Pregnancy, childbirth and motherhood: A meta-
synthesis of the lived experiences of immigrant 
women
Benza（2014）
オーストラリア
移民女性の妊娠・出産・育児の認
識と経験
１
four major themes: expectations of pregnancy and 
childbirth, experiences of motherhood, et al.
34
A Qualitative Meta-Synthesis and Theory of 
Postpartum Depression
Mollard（2014）
アメリカ
産後うつに苦悩する女性の経験 ２
four themes:crushed maternal role expectation, going into 
hiding, et al.
35
Men’s experiences of antenatal screening: A 
metasynthesis of the qualitative research
Hoga（2014）
ブラジル
避妊についての男性の信念，価値
観，態度と経験
１
five synthesis: contraceptive behaviour is influenced by 
religious, family and social backgrounds, et al.
36
新生児集中治療室（NICU）に入院した子ど
もをもつ母親の思いに関するメタ統合
藤野（2011）
日本
NICUに入院した子どもを持つ母
親の思い
１
７つのカテゴリ：出産・早産の体験についての思い ,
子どもへの思い，など
テーマ３：人種や職業などで特定される人々の経験（英文６件・和文２件）
37
Nursing students’ perspectives on the patient 
and the impact of the nursing culture: a meta-
synthesis
Rudolfsson（2012）
スウェーデン
看護学生の患者の人としての捉え
方
１
two central metaphors: the open door base on seven key 
metaphors, the closed door with two key metaphors.
38
Resilience to care: A systematic review and meta-
synthesis of the qualitative literature concerning 
the experiences of student nurses in adult hospital 
settings in the UK
Thomas（2012）
イギリス
イギリスにおける成人病棟での看
護学生の不安の経験
２
four  themes: pre-placement anticipation, the realities of the 
clinical environment, et al.
39
Beyond Barriers in Studying Disparities in 
Women’s Access to Health Services in Ontario, 
Canada: A Qualitative Metasynthesis
Angus（2013）
カナダ
カナダ，オンタリオにおけるヘル
スサービスへの女性のアクセスに
おける格差
２
four major forces: contextual conditions, constraints, 
barriers, deterrents
40 Latina Food Patterns in the United States Gerchow（2014）
アメリカ
ラテン系の人々の食生活のパター
ン
１
three major findings: immigration driven changes in 
scheduling, food choice ,socioeconomic status, and family 
dynamics shape the complex psychology behind healty food 
choices for Latina women, et al.
41
LATINAS’ ATTITUDES ABOUT 
CERVICAL CANCER PREVENTION: A 
META-SYNTHESIS
Corcoran（2014）
アメリカ
子宮頸がんとそのスクリーニング
に関するラテン系女性の知識，態
度，認識
１
four areas: Latina participants’ knowledge of cervical cancer 
and its prevention, et al.
42
The transition from clinician to academic in 
nursing and allied health: A qualitative meta-
synthesis
Murray（2014）
オーストラリア
臨床家から研究者への移行の経験 ２
central theme:identity shift, four phases: feeling new and 
vulnerable, doing things differently,et al.
43
看護学実習の目標達成に必要不可欠な教授活
動の解明
松田（2005）
日本
看護学実習において教授活動を展
開する教員の行動
３
13の教授活動：教授技術の組織化と活用，看護の質保
証・学習過程円滑化に向けた患者への弊害未然防止，
など
44
看護学教育の初回臨地実習における学生の学
びの構造　初回臨地実習の質的研究のメタ統
合を通して
和賀（2010）
日本
看護基礎教育課程の初回臨地実習
における学生の学び
２
11の学びの統合結果：看護への自覚性による看護師像
の描き直し，看護技術の捉え直し，など
テーマ４：特定の領域における看護実践知（英文１件・和文５件）
45
BRAZILIAN SCIENTIFIC PUBLICATIONS 
OF OBSTETRICAL NURSES ON HOME 
DELIVERY: SYSTEMATIC LITERATURE 
REVIEW
Silveira（2013）
ブラジル
ブラジルの訪問看護師の家庭訪問
内容
１
three categories: the care provided by traditional midwives, 
et al.
46
住民の援助ニーズに応じた地域ケアシステム
構築における行政保健師の看護実践知の創出
研究成果のメタ統合
井出（2005）
日本
行政保健師の地域ケアシステム構
築にかかわる活動方法および役割
３
15の知見：援助ニーズをもつ住民一人ひとりに責任を
もち，関係者と協働して援助する，など
47
生活習慣病予防における行政保健師の看護実
践知の創出　研究成果のメタ統合
山田（2006）
日本
行政保健師の生活習慣病予防にお
ける看護実践知
３
７つの統合概念：個人の健康生活実態について，本人
のコントロール感・健康管理行動・社会的活動とそれ
に対する主観をあわせてアセスメントする，など
48
地域における子育て家族の育児対処能力の向
上を促す保健師の看護実践知の創出　研究成
果のメタ統合
嶋澤（2006）
日本
子育て家族の育児対処行動向上に
向けた保健師の援助
３
６つの知見：現状に基づいて育児者自身が課題に気づ
くことを促す，育児者自身の生活を整えながら将来を
見通し継続して育児に取り組む力を引き出す，など
49
意思をくみ取って援助することに困難を感じ
る高齢者に対する看護師のとらえ方の構造　
対人援助関係の構築に焦点をあてた質的研究
のメタ統合による分析
島田（2008）
日本
意思をくみ取って援助することが
困難な高齢者に対する看護師の捉
え方
２
５つのカテゴリー：断片的な側面からのとらえ方，他
者や環境との関係の中でのとらえ方，など
50
触法精神障がい者に対する看護実践における
患者のとらえ方　メタ統合的アプローチ
松井（2010）
日本
触法精神障がい者に対する看護実
践
２
４つのカテゴリー：心身機能・個人因子からの患者の
把握，心身機能・個人因子からの陰性感情の出現，な
ど
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Hare」が23件と最も多く，次いで「Sandelowski & Barroso」
が９件であった。和文では，「Noblit & Hare」が７件と最も
多く，次いで「Noblit & HareとPatersonの組み合わせ」が
６件であった（表４）。なお，英文の「その他」の15件には，
「Noblit& HareとZimmer」「Thorne, Jensen, Kearney, Noblit
とSandelowski,の組み合わせ」など，複数の手法を参考に
したものが含まれた。
概念の示し方は，英文では「包括的な概念を創出しよ
うとするもの」が36件と最も多く，次いで「包括的な概
表３　分析対象論文・テーマによる分類（つづき）
論文
no. 論文タイトル
第一著者（出版年）
第一著者所属機関
所在国
統合する知見の目的
概念の
示し方
＊
提示された概念の記述内容
テーマ５：看護師・患者・家族間の相互関係や相互の認識（英文７件・和文３件）
51
Exploring person-centredness: a qualitative meta-
synthesis of four studies
McCormack（2010）
イギリス
患者中心のケア １
results of  analysis based on the constructs on the person-
centered nursing framework :prerequisites, care environment, 
care process 
52
A meta-synthesis describing the relationships 
between patients, informal caregivers and health 
professionals in home-care settings
Lindahl（2011）
スウェーデン
在宅における患者と介護者，医療
者の関係
１
two main themes with subthemes: being there, home care 
as a co-creation
53
Patients’ and health professionals’ views and 
experiences of atrial fibrillation and oral-
anticoagulant therapy: A qualitative meta-
synthesis
Borg（2012）
イギリス
患者と医療者の視点と心房細動と
経口抗凝固療法の経験
１
third- order constructs: dianosing AF and the 
communication of information, deciding on OAC therapy, 
et al.
54
An ambiguous relationship - a qualitative meta-
synthesis of hospitalized somatic patients’ 
experience of interaction with fellow patients
Larsen（2013）
デンマーク
入院患者間の相互作用の経験 １
three core categories: the fellow patient experienced as an 
enforced companion, et al.
55
Capacity for care: meta-ethnography of acute 
care nurse’s experiences of the nurse-patients 
relationship 
Bridges（2013）
イギリス
看護師 -患者の関係における急性
期病棟看護師の経験
１
second-ordered constructs: nurse-patient relationships 
（characterizations and strategies）, emotional impact on 
nurses, influence of clinical setting on capacity to care
56
The Parents’, Hospitalized Child’s, and Health 
Care Providers’ Perceptions and Experiences of 
Family Centered Care Within a Pediatric Critical 
Care Setting: A Metasynthesis of Qualitative 
Research
Foster（2013）
ニュージーランド
家族を中心にしたケアに関する両
親，子ども，および医療者の認識
１
nine synthesis: entry into the hospital, journeying through 
unknown waters, et al.
57
What’s my line? A narrative review and 
synthesis of the literature on Registered Nurses’ 
communication behaviours between shifts
Kitson（2014）
オーストラリア
急性期病院におけるシフト交代時
のコミュニケーション行動
１
seven themes: overall purpose, report givers and receivers, 
seeing the whole picture,et al.
58
「日本型対人援助関係の実践知の抽出・統合」
のための理論的分析枠組みの構築
正木（2005）
日本
日本型対人援助関係の実践知の抽
出・統合のための理論的分析枠組
みの構築
３
看護専門職の認識・行動，対象者の認識・行動はそれ
ぞれ援助の発展，アウトカムをもたらす。これらの変
化は，両者の相互作用 :共有・応答・安定の現象を通
じて生じる
59
神障害を持つ人への対人援助　患者－看護師
関係の構築と発展に焦点を当てて
野崎（2006）
日本
精神障害をもつ人への看護援助に
おける患者 -看護師間関係の構築 １
７つのカテゴリー：患者・看護師ともに安心・安全感
をもって関わること，看護師自身の内省，など
60
排泄ケアにみられる身体性　国内文献に記述
された実践事例のメタ統合を通して
植田（2009）
日本
身体性の観点から排泄ケア １
３つの実践知：患者の表情やしぐさからにじみ出る患
者の尿意や排泄を希求する意思 .　排泄に伴う快感や
不快感に看護者が関心を寄せる，など
テーマ６：看護学で用いられる概念 （英文６件）
61 Meta-synthesis of presence in nursing Finfgeld（2006）
アメリカ
看護学における存在感 ２
attributes: sensitivity, holism, intimacy, vulnerability, 
uniqueness. et.al
62 Meta-synthesis of caring in nursing Finfgeld（2008）
アメリカ
看護学におけるケアリング ２
attributes: expert nursing, interpersonal sensitivity, intimate 
relationships. et al.
63
The meaning of hope in nursing research: a meta-
synthesis
Hammer（2009）
デンマーク
看護学研究における希望の意味の
メタ統合
１
six metaphors: living in hope-a being dimension, hoping for 
something-a doing dimention, et al.
64
Synopsis of findings discovered within 
a descriptive meta-synthesis of doctoral 
dissertations guided by the culture care theory 
with use of the ethnonursing research method
McFarland（2011）
アメリカ
エスノナーシング研究方法を用い
た文化的ケア
１
meta-themes: generic and professional care, social structure, 
et al.
65
Dignity-preserving dementia care:  
A metasynthesis，Nursing Ethics
Tranvag（2013）
ノルウェー
認知症ケアにおける尊厳の保持 ２
second-level synthesis: shltering human worth 
“remembering those who forget”, first-level synthesis: 
advocating the person’s autonomy and ntegrity, et al.
66
The dignity of the nursing profession:  
A meta-synthesis of qualitative research
Sabatino（2014）
イタリア
看護師の尊厳 ２
two main macro-dimensions: characteristics of the human 
beings, workplace elements. et al. 
＊ １：包括的な概念を創出しようとするもの，２：包括的な概念を創出し，概念間の関係を時系列や構造として示そうとするもの，３：包括的な概念を創出し，概念間に立ち現
れる関係性を新たな概念として命名しようとするもの
表４　用いられている手法
用いられている手法
英文件数
（n＝51）
和文件数
（n＝15）
Noblit & Hare 23 7
Sandelowski &  Barroso 9 0
Noblit & Hare とPatersonの組み合わせ 0 6
Paterson 2 2
Zimmer 2 0
その他 15 0
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念を創出し，概念間の関係を時系列や構造として示そう
とするもの」が15件，「包括的な概念を創出し，概念間
に立ち現れる関係性を新たな概念として命名しようとす
るもの」は０件であった。和文では，「包括的な概念を
創出し，概念間の関係を時系列や構造として示そうとす
るもの」が６件と最も多く，次いで「包括的な概念を創
出し，概念間に立ち現れる関係性を新たな概念として命
名しようとするもの」が５件，「包括的な概念を創出し
ようとするもの」が４件であった（表５）。
一次研究論文数を階級別に見ると，英文では「６～10
論文」が16件と最も多く，次いで「11～15論文」が15
件，「16～20論文」が８件であった。また，上記の「６～
10論文」のうち「10論文」が７件と最も多かった。　
和文では「５論文以下」が８件と最も多く，次いで
「６～10論文」が４件，「11～15論文」が３件であった。
また，上記の「５論文以下」のうち「３論文」が６件と
最も多かった。（図２）。
メタ統合によって示された知見の看護への示唆は，
「現象の多様で複雑な要素を理解し，ケアに役立てるこ
とができる」「現象のプロセスや構造を理解し，予測を
持ちケアができる」「概念モデル・理論的枠組みとして，
看護実践や研究，政策に活用できる」「新たな研究課題
を明らかにできる」という内容に整理された。　　
メタ統合研究の課題については，「創出した概念や概
念モデルを実践に適用し，検証する必要がある」「文献
数を追加し，より包括的な概念を検討する必要がある」
という内容に整理された。
Ⅳ．考　察
１．看護学雑誌におけるメタ統合研究の動向
１）メタ統合研究の出版件数の動向
本稿において，英文では2000年代後半は各年に１～
２件の出版数であったが，2010年以降に出版件数が増
加していた。また，掲載雑誌別では，「Journal of Clinical 
Nursing」「Journal of Advanced Nursing」「International 
Journal of Nursing Studies」といった国際学会誌をはじめ，
「The American Journal of Maternal Child Nursing」「British 
Journal on Nursing」「Scandinavian Journal of Caring Science」
といった，アメリカやイギリス，北欧等において出版さ
れている看護学雑誌において，メタ統合研究が発表され
ていることが示された。これらの結果から，2000年代に
新たな研究方法としてメタ統合研究が取り組まれ始めて
以降，近年国外において看護学におけるメタ統合研究へ
の関心は高まりつつあることが考えられた。この背景と
して，2007年にSandelowskiとBarossoが「Handbook for 
Synthesizing Qualitative Research」を出版したことが影
響していると考えられる。SandelowskiとBarossoはアメ
リカ合衆国National Institute of Nursing Research （NINR）
の助成を受け，HIV陽性の女性の経験の知見を統合し
たプロジェクトに取り組み，それを基にメタ統合の手法
を紹介した。SandelowskiとBarossoが質的研究の知見を
統合する手法を紹介したことが，看護学におけるメタ統
合研究への関心を高めた５）と考えられた。
一方，和文では，2006年の出版数が４件と最も多く，
掲載雑誌別では，「千葉看護学会会誌」が８件と最多で
あった。この背景として，2003年～2007年度に文部科学
省による世界水準の研究教育拠点の形成を目的とした21
世紀COEプロジェクトにおいて，千葉大学大学院看護
学研究科が，日本文化型看護学の構築に向けて，メタ
統合研究に取り組んだことがあげられる６）。上記のプロ
ジェクトでは，1998年に社会学博士であり教育学研究
者であるNoblit & Hareが出版した「Meta-Ethnography 
Synthesizing Qualitative Studies」の手法，および2001年
にカナダの看護学者Patersonが出版した「Meta-Study of 
Qualitative Health Research」の手法を基に，複数のメタ
統合研究が取り組まれた。このプロジェクトを通じて，
国内において初めて質的研究の知見を統合したメタ統合
研究の成果が発信された。しかし，プロジェクト完了後
の2008年以降にメタ統合研究の出版件数の増加は示され
ず，国外ほどにはメタ統合研究への関心は高まっていな
表５　概念の示し方
概念の示し方
英文件数
（n＝51）
和文件数
（n＝15）
包括的な概念を創出しようとするもの 36 4
包括的な概念を創出し，概念間の関係を
時系列や構造として示そうとするもの 15 6
包括的な概念を創出し，概念間に立ち現
れる関係性を新たな概念として命名しよ
うとするもの
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図２　一次研究論文数
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いと考えられた。
２）メタ統合研究のテーマの動向
本稿において，英文では，メタ統合研究のテーマは
「病気や困難をもつ人やその家族の経験」が51件中17
件と最も多かった。たとえば，多様な文化背景におけ
る乳がんの女性の経験についての知見を統合した論文
（no.14）では，アメリカ・スウェーデン・中国・トルコ
など，様々な国で取り組まれた12件の一次研究論文の知
見を，共通性に基づいて統合している。乳がんの女性の
経験は「乳がんの診断による衝撃」や，「治療を受ける
際のジレンマ」といった５つの概念として示されてい
る。このように，英文におけるメタ統合研究は，看護の
対象である人々の視点を重視し，病気や困難を持つ当事
者の経験についての複数の質的研究の知見を統合した概
念を示したものが多い特徴が見られた。これは，Bondas
ら２）が示した2000年代前半の結果と同様であった。
一方，和文では「特定の領域における看護実践知」が
15件中５件と最も多かった。たとえば，行政保健師の生
活習慣病予防おける看護実践知を統合した論文（no.47）
では，行政保健師の生活習慣病予防活動に関する６件の
一次研究論文の知見を統合している。行政保健師の生活
習慣病予防に関する実践知は，「個人の健康生活実態に
ついて，本人のコントロール感・健康管理行動・社会的
活動とそれに対する主観を合わせてアセスメントする」
「地域全体に働きかける必要性のある公共性の高いニー
ズをアセスメントしたうえで，生活習慣病に関して予防
意義の高い人々を援助対象として設定する」といった７
つの概念が示されている。このように，和文におけるメ
タ統合研究は，看護職が看護の対象者をどのように理解
し，ケアを提供しているのかという看護実践の知見を統
合した概念を示したものが多い特徴がみられた。
上記以外に，英文・和文とも「看護師・患者・家族間
の相互関係や相互の認識」をテーマにしたものが発表さ
れており，これは看護学におけるメタ統合研究の特徴で
はないかと考えられた。たとえば，英文の在宅における
患者と介護者，医療者の関係に関する知見を統合した論
文（no.52）では，「共にそこにいること」や「協働によ
る創造としての在宅ケア」，という２つの概念として，
患者，介護者，医療者の関係性が示され，患者と介護
者，および医療者の三者がパワーを分かち合い協力しあ
うことなどが述べられている。また，和文の精神障害者
を持つ人への対人援助について，患者─看護師関係の構
築に関する知見を統合した論文（no.59）では，「患者・
看護師ともに安心・安全感をもって関わること」「看護
師自身の内省」といった７つの概念が示され，患者と看
護師の相互の関係性が構築されていくプロセスが説明
されている。また，看護職と看護の対象者が相互作用
により対人援助関係を形成していくことを示した論文
（no.58）などもメタ統合研究で取り組まれていることが
示された。　
以上のことから，英文で多く見られた看護の対象者の
経験や，和文で多く見られた看護職の看護実践の知見を
統合するというテーマに加え，英文，和文とも，看護の
対象者と看護職の相互の関係性をテーマに，メタ統合研
究が活用されていることが考えられた。
２．メタ統合研究の意義と今後の課題
１）メタ統合により示された概念を実践に適用し検証
する必要性
概念の示し方で最も多かったのは，英文では「包括的
な概念を創出しようとするもの」であり，和文では「包
括的な概念を創出し，概念間の関係を時系列や構造とし
て示そうとするもの」であった。また，メタ統合によっ
て示された概念が看護にもたらす示唆では，「現象の多
様で複雑な要素を理解し，ケアに役立てることができ
る」「現象のプロセスや構造を理解し，予測を持ちケア
ができる」という内容に整理された。このことから，メ
タ統合によって示された概念は，対象をより深く理解し
看護実践に役立てることや，ある現象のプロセスや構造
を理解することで予測を持ったケアに役立てることがで
きるという意義があると考えられた。
メタ統合のアウトカムとして，Patersonは，ある領域
における質的研究の実質的内容に関する中範囲理論をつ
くることである７）と述べており，つまりメタ統合によ
り示された概念は，実践に適用できるものであることを
目指している。本稿において，女性の産後うつの経験に
ついて，メタ統合により示された概念を４段階のプロセ
スとして示し，それを既存の産後うつの理論と比較した
もの（no.34）があったが，実際にメタ統合により示さ
れた概念を実践に適用し，検証した結果を示したものは
みられなかった。メタ統合の研究で統合された概念につ
いての今後の課題として，「創出した概念や概念モデル
を実践に適用し，検証する必要がある」という内容が示
されていることから，メタ統合により統合した概念を実
践に適用し検証することが課題であると考えられた。
２）メタ統合によってもたらしうる新たな概念を示す
必要性
メタ統合研究の意味は，ある共通の関心で行われた異
なる研究者の知見を統合することにより，より普遍性や
エビデンスレベルが高まること，および一次研究論文を
執筆した研究者とは異なる関心から，メタ統合によっ
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て，二次的な分析を行うことにより，新たな知見が見出
されることであると言われている６）。本稿では，すべて
のメタ統合研究論文において，一次研究論文の知見を共
通性に基づいて統合した概念が示されていた。つまり，
メタ統合研究により一次研究論文の知見を普遍化し，エ
ビデンスレベルを高めることを意図した論文が多かっ
た。
一方，一次研究論文を執筆した研究者とは異なる関心
から，一次研究論文の知見を分析することにより，新た
な知見を見出すことを目指す論文や，一次研究論文間に
おける知見の矛盾や差異についての解釈が十分になされ
ている論文は少なかった。たとえば，行政保健師の地域
ケアシステム構築にかかわる活動方法について一次研究
論文の「援助ニーズを持つ住民一人ひとりに責任をも
ち，関係者と協力して援助する」「住民支援のための良
質な地域ケアシステムを形成する」という２つの知見の
関係性を解釈し，「援助ニーズをもつ住民一人ひとりに
責任を持ち，関係者と協働して援助することを通じて，
住民支援のための良質な地域ケアシステムを形成する」
という新たな概念を命名した論文（no.46）などが見ら
れたが，こうした論文においても，矛盾や差異の解釈に
ついては十分に述べられていなかった。　
Bondasら２）は，多くのメタ統合研究は，一次研究論
文の文化的，文脈的なデータの解釈は省いており，一次
研究論文の知見とメタ統合により示した概念が同じよう
に見受けられることを指摘している。一次研究論文間の
知見の矛盾や差異について，様々な文化や背景，各研究
者の理論的基盤や，方法論を踏まえて解釈することによ
り，現象の矛盾や複雑性を包括した新たな概念を示すこ
とが，メタ統合研究の課題として考えられた。
たとえばPatersonは，一次研究論文間の知見の矛盾に
ついて，各一次研究論文の著者の理論的基盤や方法論，
背景や文脈を解釈することにより，慢性疾患患者は，健
康な側面が前面に出ることもあれば，病気の側面が前面
に出ることもあり，継続的にこれらの概念が前後に入れ
替わる経験をしているという概念モデルを示し，慢性疾
患患者の経験について新たな見方を提示した８）。今後，
Patersonのように看護の様々な現象について，蓄積され
た知見を統合し，新たな概念を示すメタ統合研究が取り
組まれることが期待される。
また，上記に併せて，一次研究論文間の知見の矛盾や
差異の解釈，一次研究論文を執筆した著者とは異なる視
点から，一次研究論文を分析する方法については，未だ
明確ではない。メタ統合研究に取り組む各々の研究者が
読者にとって了解可能な手法を考案，試行することによ
り，今後，共通性にとどまらず矛盾や差異の解釈の方法
などを含むメタ統合の手法が示されていくことが期待さ
れる。
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 Purpose: The aim of this study was to clarify themes, methods, and qualitative results of meta-synthesis research in 
nursing journals published between 2005 and 2014.
 Method: Cumulative Index to Nursing and Allied Health Literature（CINAHL） and Igaku Chuo Zasshi（Ichushi-
Web） were searched for English and Japanese peer-reviewed articles in nursing journals. Sixty-six studies including 51 
English articles and 15 Japanese articles, which were synthesized qualitative primary studies, were identified.
 Results: Most studies were published in 2013 in English, and 2006 in Japanese. The journals which published the 
largest number of meta-synthesis studies were ‘Journal of Clinical Nursing’ in English, and ‘Journal of Chiba Academy 
of Nursing Science’ in Japanese. The meta-synthesis studies were classified into six themes, the most common of which 
were “people’s experience with disease or suffering and family members” in English and “nursing knowledge in specific 
fields” in Japanese. Concerning the meta-synthesis method, Noblit & Hare’s method was most commonly used both in 
English and Japanese. Additionally, Sandelowski & Barosso’s method was often used in English, and Paterson’s method 
was often used in Japanese. Thirty-six of the 51 English studies created comprehensive concepts; the other 15 created 
comprehensive concepts and explained the concepts with a timeline or structure. The figures for these theme categories 
in the Japanese journals were four and six respectively. The other five Japanese studies created comprehensive concepts 
and identified relationships between the concepts as a new emerged concept.  
 Conclusion: Meta-synthesis research can be utilized as a method to synthesize qualitative knowledge of the 
various phenomena in nursing and has been becoming more prevalent in the past decade in English Journals. However, 
the concepts which integrate qualitative knowledge should be verified in practice. Additionally, methods of interpreting 
inconsistencies and differences in the qualitative primary studies should be considered for further research.
